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【視点３】
教職員の協働、児童生徒の交
流

【視点２】
9年間の系統性、連続性
を強化した教育課程を編成・
実施する

【視点４】
地域との連携

　　　　　美和らしさの追求（創造１）

　　　　　　　・しずおか学
　　　　　　　・地域との互恵関係の強化→地域環境、施設活用

児童生徒は、ふるさと美和学習に進んで取り組み、美和のよさを感じている。

児童生徒は、メディア使用時間のコントロールや健康的な生活習慣を意識して生活している。

教職員は小中一貫校部会や拡大学年部会を通して、指導の方向性について共通認識を持っている。

A

　地域の方のお話を聞いたり、共に活動をしたり、地域の行事に参加したりすることを通して、美和地区の特色を

知り、児童生徒自身が地域の一員として活動していくことの大切さを感じることができた。地域に関して自分で設
定したテーマに向けて、主体的に追究し、学習のふりかえりシートにたくさん思いを書いている姿が見られた。ま
た、「お茶」について学ぶことで、地域の自慢として誇りをもてたり、地域に対して自分ができることは何かを考
えたり、地域の良さを学び取っている様子が見られた。美和地区にはお茶だけではなく、他にも多くの良さがある
ため、次年度はテーマを絞りすぎず、地域の特性を生かしていけるようにしていきたい。

B

A

グループ校の軸となる取組・活動 自己評価

学校環境

施設・設備の安全点検と維持管理
・子どもの命を第一に考えた安全点検
・地域全体で児童生徒の安全を見守る活動

毎月の安全点検を確実に行い、危険箇所の把握に努めている。

A

学校と家庭をつなぐ
～規則正しい生活をし、健康的な生活習慣を身につける力
を育てる取組～
・メディアコントロールの取組
・「健康ウィーク」の設定
・「命の教育」の実施

幼小中をつなぐ
・小中一貫校部会や拡大学年部会など、職員交流の設定
・茶摘みやMIWA塾など、児童生徒交流の設定
・こども園、保育園からの円滑な移行に向けたスタートカ
リキュラムの実施

児童生徒理解と指導をつなぐ
～個々の力が発揮できる美和地区特別支援教育～
・児童生徒理解を深めるＳＣ・ＳＳＷｒとの共同体制
・「サポートファイル」（旧　すくすくファイル）の活用

・ＵＤ化による個々に適した生活と授業づくりの推進

　１年生の秋みつけを美和小と足久保小が合同で行ったり、安倍口小２・５年生のペア遠足の目的地を足久保小に
設定し足久保小の同学年と交流したり、足久保小３年生が美和中茶畑で茶摘みを経験したり、対面式の交流も復活
してきている。また、外国語の授業をオンラインでつなぎ地域の良さを紹介し合ったり、音楽の学習成果をクラス
ルームで共有したり、リモートでの交流も進んでいる。形にこだわらず、必要なときに必要な交流ができている。
ただし、教職員同士の交流はコロナ禍で難しい部分があり、年度当初の全体研修会のみとなっている。

B

 これまで行ってきた3年「地域」4年「福祉」5年「食・環境」6年「キャリア」の
テーマに加え、「お茶」の学びを各学年でつなげてきた。しかし、4年間ずっと
「お茶」をテーマにして課題を設定し、追求していくことが難しいため、テーマを
それぞれの学区の地域の歴史や文化に広げ、地域の特性を活かした教材を開発する
ところから始めたい。そして、美和地域の良さをさらに感じ、美和を愛する心を育
てていきたい。

地域への広報活動推進
・美和地区小中一貫教育だより
・学校ＨＰの充実
・美和地区合同美術展

教職員は、児童生徒のよさを積極的に発信している。

A

　４年度は、学校ＨＰや学年だよりによる情報発信で、保護者や地域の方々に子ど
もたちの良い姿を知らせることができた。次年度についても、引き続きこれらの取
組は進めていく。さらに各校で導入している保護者連絡ツール「tetoru」を通じ
て、学校からの発信を確実に伝えていく。

　各校の学校だよりや学校ホームページ、各学年だよりなどを通じて、児童生徒のよい姿を知らせている。特にホーム
ページでは、修学旅行や自然教室、学校集会などの記事を更新すると閲覧数が急激に増え、学校の情報を得る手段として
学校ホームページが保護者に浸透していることが分かる。学校だよりや学年だよりなど、読んでくださった保護者からの
肯定的な評価も高い。次年度は、より効果的な情報発信の仕方を考えたい。また、美和地区合同美術展には美和地区に住
む多くの方が足を運んでくださり、各校の児童生徒の取り組みを知っていただく良い場となっている。今後も継続してい
く。

①自己肯定感が低い子どもが多いと言われている
中、肯定的な回答が多いのは良いこと。子どもたち
への接し方や伝え方などにより、大切にされている
感覚が子どもたち自身に伝わっているのではない
か。
①発達段階や地域の実態に合わせて、９年間で育て
たい子どもの姿を段階的・系統的に目標を設定する
必要がある。その内容を４つの学校で共有すべき。
「自己肯定感を高めるために」を、９年間を段階的
に捉える何をどこまでできるようになっていればよ
いのか、どんな手立てをうってどんな力をつけたい
のかを明確にすべき。
①自己肯定感を学校だけの教育ではなく、家庭での
接し方も重要であるため、学校から家庭への「まず
話を聞く・認める・褒める」の働きかけをしてもら
えるとよい。褒めることが大切で、存在価値を認め
ることで、自己肯定感を高めることができると思
う。

②大人でも伝えることの難しさがある中、大変高い
目標であると感じる。すべての児童ができるもので
はないと考えると、児童一人一人の持ち味を生かし
た発言をする機会や場の作りなど、児童同士の交流
ができる場を授業を通して設定していることは評価
できる。
②美和地区での研修テーマと、校内の研修テーマに
ついて、地域の子どもたちの実態や全国学力学習状
況調査等の分析をふまえて考えていく必要がある。
また、その分析結果をもとに国語、算数数学、理科
は、９年間の系統的な指導方法を検討すべき。

③外国語への関心が高いことが分かる。使う機会を
つくることで興味が増すことから、機会をどうつく
るのかが課題。

⑤今後積極的に行っていってほしい。小規模校は、
学習集団の固定化がデメリットである。本年度、学
習端末を使い、リモートで他校と交流を行ったこと
は大変良いことである。他校と交流することで、刺
激を受け、活動に新鮮さが生まれる。
　
⑥幼少期からメディアが溢れる環境で育ってきてい
る子どもたちにとって、メディアと子どもたちの生
活は切り離せないものであると感じる。それによ
り、運動不足やコミュニケーション能力の低下を招
いている。親子が共に過ごす時間を大切にすること
で、メディアともより良い関係を作っていくことが
できる。家庭と連携しながら、ICTの功罪を正しく
伝え、メディアコントロールの大切さを伝えていか
なければならない。
⑥国民の６割がパソコンやスマホを使用している
ネット社会において、動画視聴等を含むメディア接
触の低年齢化、長時間化がある。そのため、幼少期
からのメディア漬けの生活で、外で遊ぶ機会を奪
い、人との関わり合いの不足から、運動不足、コ
ミュニケーション能力の低下を招いているのが現
状。特に近年コロナ禍においては顕著になってい
る。要は、家庭において子どもと過ごす時間を大切
にすることで、メディアともよりよい付き合い方を
学ばせるべき。

⑨ふるさと美和学習は「お茶学習」だけではなく、
「水害」「土砂災害」といった負の面も考えられ
る。台風15号による被害実態をもとに、災害から命
を守る学習を取り入れてもらいたい。

　学校が楽しいと感じている子どもがとても多い。友達との関わりをその理由に挙げる児
童・生徒が多いが、授業を通してわかることや、各行事や児童・生徒会活動を通して達成
感を味わえることからも楽しさを感じられるよう実践を続けていく。
　来年度は児童・生徒会活動、部活動、各学級などで自治的な集団づくりを育てる場を設
定し、「挑戦させ自信を持たせる」と同時に「失敗から学ばせること」も大切にする。ま
た、自己肯定感をより高めるために、家庭とも連携し「褒める・認める・励ます」を継続
的に行うことで、子どもたちの自分の居場所の確保に努めたい。

　この指標については、児童生徒、保護者、教職員の肯定的回答の割合が高い。それは各校で活動のふり返りを重
視し、児童生徒の行動のよい表れを価値付けしたことで、自分の成長を実感した児童生徒の割合が増加し、自己肯
定感が高まってきているからだと考える。反面、まだ、大変なことに向き合えなかったり、「こうしたい」という
意識が弱く自主的に活動に取り組めなかったりする児童生徒もいる。次年度に向けて、このような児童生徒の自己
肯定感を高めるための手立てを講じる必要がある。

　来年度も引き続き、美和地区の研修テーマである「伝え合うことを通して自分の
考えを深められる子」の育成に向けて授業改善を行う。自分の考えを伝え合う中
で、根拠を基に順序立てて話す話し方や、相手の話を自分の考えや他の考えと比較
しながら聴いたりする聴き方を指導する。また、伝え合って考えを深めた後に、再
び自分の言葉でまとめる（再構成する）時間を確保することで、表現力を高められ
るようにしたい。

　来年度も、児童がコミュニケーションを通して英語を楽しみ、英語活用力を高め
られるように外国語・外国語活動の授業や、SWITCH ON、美和型イングリッシュデ
イを引き続き実践する。相手に配慮しながらコミュニケーションを図ったり、自分
の思いを適切に表現したりできる力を高めたい。

　困ったことがあったときは担任だけで問題を抱えることのないよう、生徒指導主任や特
別支援コーディネーターを中心に全職員で問題を共有し、これまでと同じように連携した
指導を続けていきたい。中には十分に聞いてもらえていると思えていない子もいること、
一人一人の長所や個性を理解しそれを伸ばせるように指導していくことを心に留めて、子
どもたちの自立を見守っていきたい。
　来年度は、小中連絡会を活用し、小学校での支援を中学校にも確実に伝えたり、一緒に
よりよい方法を考えたりするなど、児童・生徒が安心して成長していくことができる環境
を小中の連携をより強力なものにすることで保障していきたい。

B

 毎月、職員による安全点検を確実に行っていく。点検のチェック項目を中心に、
その他のことにも目を向けていくこと、また普段から危険な箇所や修繕が必要な施
設がないかを意識していくことを全職員が心がける。修繕の必要があるものについ
ては、教頭・事務・用務員などで連携を取り合ってできる限り早期対応をする。ま
た、登下校の安全を見守ってくれているパトロール隊とも連絡を密にし、引き続
き、校外での児童の安全にも努めていく。

　全教職員が、児童生徒にとって安全な設備・施設であるように意識している。安全に関して何かあれば、各校の
用務員の力を借り、すぐに修理・対応できるような態勢が取られている。また、校外においても、地域の方の協力
を得ながら、特に登下校時の安全を守る取り組みが継続されている。

B

　他校や中学生・園児との交流は、児童・生徒たちの刺激にもなり、より視野を広
げることができると考えられる。今後も、直接対面するだけでなく、ICTも積極的
に活用して、交流することを続けていきたい。
　園児・児童・生徒間の交流に比べ、職員間の小中一貫教育に対する意識を共有し
ていくことがこれからの課題である。美和地区の幼小中一貫構想教育構想を基に、
どんな児童・生徒を育てていったらよいのか、それぞれの活動がどんな力につな
がっていくのかなど、職員間でも積極的に交流を行っていく必要がある。

美和の研修をつなぐ（軸１）
「思考力、判断力、表現力を高める授業」～伝え合う力の
向上～

・美和地区共通のてだて

児童生徒は、根拠を基にして自分の考えを伝えようとしている。

小中をつなぐ英語力の向上
・「ＳＷＩＴＣＨ　ＯＮ」の活用
・ALTやGET（小学校）との交流（イングリッシュデイの充
実）
・美和のよさを英語で発信する授業実践（小小・小中交
流）

児童生徒は、友だちやＡＬＴなどとの英語での交流を楽しみながら、英語表現力を向上しようとしている。

　美和小の池田教諭が３小統一の取組や３小合同の授業など行ってくれたことで、３小で一緒に活発になっている
という実感がある。児童生徒同士、ＡＬＴ、ＧＥＴなどとの会話を中心とした授業展開で、児童生徒が英語を楽し
み、習った表現を使いながら交流する姿が見られるようになっている。また、３小での「SWITCH ON」の活用によ
り、中学校での発音指導がしやすくなったとの声もあった。反面、外国語の活動は楽しいと感じても、活用しよ
う、向上しようという意識につながりにくい児童生徒もおり、二極化している。次年度は、そのような児童生徒も
巻き込みつつ、外国語教育が進んでいけるようにしなければならない。

　「やさしい話し方・あたたかい聴き方」を掲示したことで、話形が身についてきている。授業づくりでは、伝え合いたくなるよ

うな課題設定、必然性のある学習問題、児童生徒の思考に沿った単元構想、伝え合いを通して考えを深めるような授業展開を意識

したことで、授業で関わる環境が整った。そのため「どうしてかというと」「なぜなら」など根拠につながる言葉を使う児童生徒

が増えつつあり、「根拠を含めて自分の考えを伝えることができている」と自己評価する児童生徒が少しずつ増えてきている。し

かし、根拠と併せて話すのが難しい児童生徒もいる。次年度も継続していく。

教職員は、児童生徒の情報を共有し、個に応じた指導に活かしている。
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大項目 中項目 グループ校の評価指標 自己評価
学校関係者評価委員会から

（小中一貫教育準備委員会等）
改善策（来年度の目標設定,具体的な取組目標）

【視点１】
学校の教育目標を
グループ校で共有する

学校教育目標　『心豊かなたくましい子』

・フロンティア精神をもったたくましい子、美和を愛し
世界に目を向ける子どもを育てる

児童生徒は学校での活動を通して自己肯定感を高め、自主的に活動しようとしている。

　健康ウィークでの事後評価から、取組ができている児童生徒や家庭からは、継続
した生活習慣の見直しにつながっている様子がみられている。しかし、取組が継続
して実施できていない生徒もおり、特にメディアコントロールについては児童生徒
自身や家庭へのアプローチ方法を検討していく必要がある。また、外部講師を招い
た性に関する授業も継続して実施し、健康的な生活習慣につなげていく。来年度
は、健康ウィーク期間だけでなく日頃からメディアとの付き合い方を考えることが
できるよう、家庭や外部を巻き込みながら、子どもたちに啓発していきたい。

　健康的な生活習慣を身につけるために４校で「健康ウィーク」に取り組んだ。共通のカードを配り、就寝・起床
時刻や学習、メディアに触れた時間などを記録した。早寝早起きを意識している児童生徒が増加し、有効な手立て
となった。メディアコントロールについて４校共通して学校保健委員会で取り上げたり、各校独自でメディアコン
トロールデイなどに取り組んだりし、少しずつ意識は高まっている。しかし、取組期間以外では意識の高まりが見
られず、「ゲーム時間が長い」「家庭でのルールが守られていない」などの保護者の声もある。次年度も継続して
取り組んでいく必要がある。

　「情報共有会議」「子どもを語る会」「情報交換会」「打合せ」など、名前は様々であるが、４校とも全教員の
情報共有の場を設け、特別支援コーディネーターや生徒指導主任、ＳＣ、ＳＳＷｒが中心となって、情報を共有し
ている。また、サポートファイルを活用し、児童生徒の情報を共有、有効な支援を継続できるように引き継いでい
る。来年度は、小学校から中学校へのサポートファイルの引き継ぎに時間がかけられるよう、小中連絡会を活用

し、サポートファイルを使った小中の連携を強化していくための策を考える。

A

（様 式） 令和４年度 美和小学校評価書
学校名： 静岡市立美和小学校



自己評価

中学校

改善策（来年度の目標設定,具体的な取組目標）

重点目標
『えがおいっぱい　チャレンジ
いっぱい』の実現に向けて

めあてに向かってチャレンジする子の育成

(独自）
　児童は、学校の活動に対して、めあてをもち、あきらめずに挑戦している。

B

　本年度、行事の開催時期の見直しにより、児童に常に
目標を持たせて活動させることができた。来年度も、同じ
計画でめあてを大事に活動を行っていきたい。また、それ
に加え、来年度は自分の立てた目標について、結果だけ
でなく、経過の段階でも児童自身が自分の活動について
振り返れるような声かけも大切をしていく。途中までの取
組を立ち止まって考えさせ、改善していくことで、実践する
力を児童に身に付けさせたい。

各
学
校
の

評
価

大項目 中項目 　教員が少人数の良さを生かし
て、子供たちに積極的に関わ
り、個性を大切にしながら指導を
していると感じる。児童も９割が
肯定的な評価をしているのでA
評価でも良いのではないかと思
う。今後もどこにゴールを向けて
いくかを明確に指導していって
ほしい。

（学校説明）
　本年度は、子どもたちが一つの行事に向かって集中して取り組めるように各行事の開催時期を見直し、一
年間の中で児童が常に一つのことにめあてをもてるようにしてきた。その結果、児童は今何に向けてがん
ばっているのかがはっきりとし、それに向けて意欲的に取り組む姿が見られた。アンケート結果も9割が肯定
的な評価をしている。しかし、負荷のかかる場面に出会ったときに根気強く取り組めなかったり、長く続けるこ
とができなかったりする児童も見られ、取り組んでいる過程での価値づけが重要と考えられる。
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）

学力の状況
（全国学力・学習

状況調査）

小学校

（学校説明）
○国語科では登場人物同士の相互関係を読み取ったり、人物像や全体像を読み取って想像したことを書いたりする問題において、国や県の平均を超えて正答率が高
かった。５年生までの学びの中で、文章を読んで内容をつかむ力を付けてきていることがわかる。
○算数科においては、特に割合の問題で正答率が低かった。問題場面を具体的にイメージできず、何が基にする量で何が比べられる量なのか、具体的につなげられな
かったためかと考えられる。また、誤ったプログラムの書き換えについても正答率が低く、プログラミングに触れていくことが大切だと感じる。
○理科において、葉や根を「葉っぱ」「根っこ」と書いたり実験器具の名称を間違えたり、理科用語や名称など、３年生から正しく伝えていくことの大切さを感じた。また、
「結果」と「考察」の区別を付けられるよう、理科だけでなく様々な教科の中で意識していかなければならない。

○国語の学力が低下してい
ると言われている中、国語
の学力は、向上の傾向が見
られ、良いことだと思う。

体力の状況
（新体力テスト、

全国体力・
運動能力、

運動習慣調査）

生徒指導の状況
（学校いじめ防止基本方針）

（学校説明）
　定期的なアンケートによる児童生徒の実態把握、「子どもを語る会」や打合せを通した職員間の情報共有などを通して、児童生徒の状
況について全職員で対応できるよう心がけてきた。問題が起きたときには、各校の生徒指導主任を中心に組織的な対応を取ることもで
きている。日常から児童生徒の自己肯定感や自己有用感を高めたり、相手意識や規範意識を高めたりする手立てを継続している。美
和地区全体的に、児童生徒の状況は落ち着いているので、次年度もこれらの手立てを継続し、いじめは絶対に許さないという姿勢を大
切にしていきたい。

○組織的な対応という話が
あった。様々な子どもがい
て、いろいろな表れがある
ので、今後も学校全体で対
応していけるようにしてもら
いたい。

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標）

　国語科の読み取りの力が伸びているので、次年度も継
続できるよう意識した授業をする。
　算数・数学においては問題場面をイメージしやすくなる
よう、式の意味を考えたり、問題場面を図式化したりする
流れを意識する。
　理科では器具の正式名称や学習用語をしっかり身につ
けたり、条件を絞って調べる力が身についたりするような
展開を意識する。

（学校説明）
 学力については、国語科では、「場面と場面、場面と描写などを結びつけて、内容を解釈する」ことは概ね良好だったが、「自分の考えが分かりやすく伝わるように工夫して話す（意図を書く）」こ
となどには課題があった。数学科では、「数と式」の領域は概ね良好だったが、長文問題の読み取りや「与えられた表とグラフの関連を読み取る」ことに課題があった。理科では、「粒子」や「生
命」を柱とする領域は大変良好であったが、「考察の妥当性を高めるために、測定範囲と刻み幅をどのように調整して測定値を増やすか説明する」ことは課題があった。
　学習状況については、「学習の中でＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思う」と感じている生徒が多い。反面、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、
話の組立てなどを工夫して発表する」ことに苦手意識をもつ生徒が多く、伝え方の工夫については昨年度からの継続的な課題と考える。

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標）

　子どもたちの声や様子を観察、把握することでい
じめの未然防止、早期発見に努め、対応１００％を
目標としたい。また、職員間での情報共有や情報
交換を常に行える環境を整えることで、組織的に対
応できる体制を整えていきたい。

改善策（来年度の目標設定、具体的な取組目標）

　体育の授業の中で体力テストの事前練習をする時間が
取れるよう計画を立て、指導の充実を図る。また、具体的
な取り組みとして、授業実践や、準備運動のアイデアにつ
いて打合せやS.kom掲示板を活用して共有する。
　美和地区では、バランスのとれた体力を身に付けるた
め、小・中学校４校で連携し互いの体力を意識しながら体
力増進に努めていきたい。来年度では、男女ともに全種
目全国平均に迫るように体力をつけていきたい。

中学校

（学校説明）
　男子は握力、女子は長座体前屈、反復横跳び、持久走の記録が全国平均を下回る結果となった。他種目については、男女ともに全
国平均を上回っているが、体力はバランスよく身に付けていく必要がある。そのため、全国平均を下回る結果となったものについては、
体育の授業で補えるような体つくり運動を取りれていく必要がある。また、女子が全国平均を下回る種目が男子に比べ多いので、女子
生徒が自主的に体力トレーニングに励むことができるように理論的な裏付けを理解させるとともに、体力トレーニングを重ねていけるよ
うにすることが大切である。

小学校

（学校説明）
　種目ごと学校によって得手不得手が異なり、３小で共通した特徴は見られない。安倍口小と美和小では持久力を測る２０ｍシャトルラ
ンが、安倍口小と足久保小では瞬発力を測る立ち幅跳びが県の平均記録を下回った。休み時間の過ごし方や体育授業での経験、体育
委員会の呼びかけなど、様々な運動をバランスよく経験できるような教育活動を意識していかなければならない。

○「投げる」力につい
ては、小学校でも色々
な手だてを打つと共
に、中学校でも同じよ
うな傾向があるはずな
ので、継続して取り組
んでいく必要がある。


